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改訂履歴 

ver. 発行日 改訂履歴 

1.00 2016 年 12 月 22 日 初版発行 

2.00 2017 年 4月 24 日 第二版発行 

3.00 2018 年 4月 23 日 第三版発行 AirWatch Ver9.2,Apple Configurator2 2.7 対応 

4.00 2018 年 8月 29 日 第四版発行 Workspace ONE UEM Ver9.5,Apple Configurator2 

2.7.1 対応 

5.00 2019 年 2月 12 日 第五版発行 Workspace ONE UEM Ver18.11,Apple Configurator2 

2.8.2 対応 

6.00 2019 年 12 月 15 日 第六版発行 Workspace ONE UEM 1909, Apple Configurator2 

2.11.1 対応 

 

※ バージョン 9.4 より、コンソールの名称が " AirWatch Console " から " Workspace ONE UEM 

Console " に変更されました。
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1 本書について 

Workspace ONE (AirWatch)の機能の一つである Apple Configurator2 の統合についてまとめた利用

ガイドとなっております。 

Apple Configurator2 の詳細 については下記のヘルプ表示や Apple 社のサポート情報などでご確認

ください。 

1) Apple Configurator2 を起動後、画面最上部メニューのヘルプをクリックしてください。 

 
 

2) Apple Configurator2 ヘルプをクリックしてください。 

 

 

3) ヘルプ画面が表示されます 
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2 Apple Configurator2 とは？ 

Apple Configurator2 は、Apple 社が提供する iOS デバイス設定ツールです。 

ホスト PC(Mac)と iOS デバイスを USB で接続し、iOS デバイスに各種設定を適用します。 

また、監視モードの適用により通常のデバイスより強固な制限やセキュリティの確保が行えます。 

※当ツールの詳細や操作方法については、Apple Configurator2 ヘルプをご参照下さい。 

 

動作： デバイスを初期化し、最新 iOS※と監視プロファイルをインストールします。 

    また、初期設定に Workspace ONE UME 加入の工程を追加します。（※要設定） 

※アップデート可能時のみ実行されます。 

 

接続： 以下のどちらかの接続イメージで複数のデバイスを設定することが可能です。 

・デバイス１台単位で接続と設定を繰り返す 

・電源付きの USB 2.0 以上のハブを使い、一度に数十台のデバイスを一括設定 
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3 ご利用にあたって必要になるもの 

Apple Configurator2 と統合するための必要条件です。(2019 年 12 月 2日現在) 

●Mac に以下のものがインストールされている必要があります。 

・macOS 10.14 以降 

●Apple Configurator2 ：App Store から Mac へインストールして下さい。（無料） 

カテゴリ：ユーティリティ 

バージョン：2.11.1 (2019 年 12 月 2日現在) 

●Apple Configurator2 ご利用の前にデバイスの手動バックアップを推奨します。 

[設定] > [“Apple ID”] > [iCloud] > [iCloud バックアップ ]を開き、[今すぐバックアップ作成]をタ

ップ。 

 

  

  
重要 

Apple Configurator2 のペアリングの設定（[5.3 ブループリントの編集-準備] 2)参照）

により、iTunes でバックアップしたデータをリストアできなくなる場合がありますの

で、必ず iCloud によるバックアップを実施ください。 
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4 Workspace ONE UEM Consoleによる準備 

4.1 ユーザーの確認 

監視対象のデバイスを使用するユーザーは、任意の組織グループに登録済であることが前提です。 

1) [アカウント] > [ユーザー] > [リスト表⽰] の選択で、ユーザーリスト一覧を表示します。 

  

 

2) リストされた該当ユーザーの[デバイス]の表示が[０]である事（現在登録済のデバイスが無い

事）を確認します。 

 

 

または該当ユーザーをクリックし、デバイスの加入状態が[０]である事（現在登録済のデバイ

スが無い事）を確認します。 
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4.2 登録用 URL 情報の取得 

 

1) [デバイス] > [デバイス設定] をクリックします。 

   

 

2) [Apple] > [⾃動加⼊] を選択し、（[オーバーライド]をチェック後）[⾃動加⼊の有効化]を[有
効]にします。 
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3) 必須項目①～④を設定し、[保存]をクリックします。 

 

項目(＊必須) 設定する値 

① プラットフォーム [APPLE IOS]を選択します。 

② 代理セットアップモード [なし]を選択します。 

③ 規定の代理セットアップユーザー 
「4.1 ユーザーの確認」で確認したユーザーを

設定します。 

④ サブグループの権限 [継承またはオーバーライド]を選択します。 

 

4) [MDM サーバ URL]をテキスト保存します。 

[保存]をクリックすると、Apple Configurator2の監視設定時に参照する Workspace ONE UEM 

MDM の登録用 URL が自動生成され、[MDM サーバ URL]に生成された URL が表示されますので、

[Copy]をクリックし、表示される URL のコピーフォームから、テキスト等にコピーして保存し

ておきます。 

 

③ 

① 

② 

④ 
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5 Apple Configurator2 による監視/MDM 加入 

5.1 環境設定 

 

1) Apple Configurator2 を起動します。 

起動時はデバイスブラウザ(下画面)が表示されます。 

 

 

2) [Apple Configurator] > [環境設定] を開きます。 
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3) 環境設定が表示されます。 

[組織]タブの下部にある[＋](追加)をクリックして組織の新規作成を行います。 

 

 

4) [組織の作成]の画面で[次へ]をクリックし、次に表示される[Device Enrollment Program にサ
インイン]の画面で[スキップ]をクリックします。 

  

 

5) 以下の画面で名前を入力し、[次へ]をクリックします。 
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6) 新規監視識別情報（証明書）で組織を作成する場合は[新しい監視識別情報を⽣成]を、既存組織

の監視識別情報（証明書）を利用する場合は、[既存の監視識別情報を選択]を選んで、[完了]

をクリックします。 

   

 

※[新しい監視識別情報を⽣成]を選択時 

PC の[ユーザ名] [パスワード]を入力して[設定をアップデート]をクリックします。 

   

 

作成した組織が表示されます。 
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※[既存の監視識別情報]を選択時 

[選択...]をクリックにより表示される、組織の監視識別情報のリストから対象の監視識別情報

を選び、[選択]をクリックします。 

    

 

以下のように選択した監視別情報が表示されますので、[完了]をクリックします。 

 

 

作成した組織が一覧に表示されます。 
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※監視識別情報の書き出し 

デバイスのセットアップで利用した Mac に問題が発生場合、Apple Configuratore2 で作成した監

視識別情報であれば、他の Mac でセットアップ作業を引き継ぐ事ができます。 

この為、以下の手順で監視識別情報を書き出し、バックアップする事をお勧めします。 

1) [組織]タブから書き出す組織名を選択後、[⻭⾞]アイコンをクリックし[監視識別情報を書き出
す]を選択します。 

 

 

2) [名前]（デフォルトで組織の名前が保存ファイル名として設定）と [場所]に保存場所を指定し

て[保存]を押します。 
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3) (任意の)パスワードを入力後[OK]を押します。 

   

  2)で指定した場所に.p12 ファイルが作成されます。 
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5.2 ブループリントの作成 

 

1) Apple Configurator2 の[ファイル] > [新規ブループリント] をクリックします。 

   

 

2) 新規のブループリントが作成されるので名前（任意）を入力します。 
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5.3 ブループリントの編集-準備 

 

1) Apple Configurator2 のブループリント画面でブループリントを選択した状態で[準備]アイコ

ンをクリックします。 

   
 

2) [準備⽅法]を[⼿動構成]とし、以下を設定し[次へ]をクリックします。 

 [デバイスを監視] 
デバイスを監視する場合は、チェックを入れます。 

 [デバイスにほかのコンピュータとのペアリングを許可] 
任意の PCにデバイスを接続する事を禁止する場合はチェックを外します。 

 

 

  



15 
Copyright(C) 2019 WiZaaS Co., Ltd. Rights Reserved. 

3) [サーバ]を[新規サーバ...]にして[次へ]をクリックします。 

   

 

※ リストされる既存サーバを選択すると、これに対応する Workspace ONE UEM の [MDM サーバ
URL]でデバイス加入が行われます。 

※ [MDM に登録しない]を選択すると、Workspace ONE(AirWatch)への加入は行われません。設定

したプロファイルやアプリケーションのインストールのみが行われます。 

 

4) [名前]に任意の加入サーバ名称、[ホスト名または URL]には、「4.2 登録用 URL 情報の取得」で生

成した[MDM サーバ URL]を（コピー＆ペーストして）入力し、[次へ]をクリックします。 
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5) 以下の画面に対して、そのまま[次へ]をクリックします。 

 

6) 以下のように、Workspace ONE UEM SaaS に対応する MDM サーバのトラストアンカー証明書が選

択状態で表示されますので、そのまま[次へ]をクリックします。 

 

7) 「5.1 環境設定」で作成した[組織]を選択し[次へ]をクリックします。 
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8) [設定アシスタント]に対し[一部ステップのみを表⽰]を選択後、デバイスのセットアップアシスタン

トで設定させたい項目を選択し[準備]をクリックします。 
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5.4 構成プロファイルとアプリケーション配布 

 

1) Apple Configurator2 から構成プロファイルデバイスに適用する場合は、以下を参考に構成プ

ロファイルを作成して、ブループリントに追加します。 

 

「別紙 1: 構成プロファイル(Wi-Fi)の設定方法」 

※Wi-Fi プロファイルを設定しておくと、Wi-Fi接続した状態からデバイスのセットアップ

が開始し、iOS のアップグレードも行われます。 

 

2) Apple Configurator2 からアプリケーションをデバイスに配布する場合は、以下を参考にアプ

リケーションの配布設定をブループリントに追加します。 

 

「別紙 2: アプリケーションモジュールの配布」 

※配布されるアプリは AirWatch 非管理となりますので、AirWatch で管理不要アプリの配布

を推奨します。 
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5.5 デバイスの接続 

 

1) ブループリント一覧画面の[完了]を押して、デバイスを接続します。 

デバイスを PC に USB で接続すると接続したデバイスの現在の状態が表示されます。 

 

※接続するデバイスが初期化済みでない場合、以下をご注意ください。 

●以降の操作を実施すると、すべてのコンテンツと設定がワイプされます。 

●デバイスのアクティベーションロック解除（iPhone を探す をオフ）してください。 

●これまで他の WindowsPC/iTunes でデバイス同期を行っていた場合、「5.3 ブループリント

の編集-準備 の 2)」でペアリングを禁止していると、以降はこれが行えなくなります。（も

しこれまで iTunes でデバイス復元を行っていた場合、これが出来なくなります。） 

●準備完了後、デバイスは Apple Configurator2による監視状態となります。 

2) 対象のデバイスを選択して、[ブループリント]をクリックし、対応する(作成した)ブループリント

を選択します。 

  

3) [適⽤]をクリックします。 

  
デバイスが、未初期化（使用中）状態の場合は、以下が表示されます。 

そのままを続ける場合は、[消去]をクリックします。 
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4) 以下のダイアログが表示され、デバイスの初期化、構成プロファイルやアプリの転送等が行われ

ます。 

 

※この画面のダイアログ表示中では、デバイス側に対し、操作を行わないでください。（エラー

になり正しく転送が行われません。） 

5) 適用中のダイアログ表示後、組織名が表示されたら、デバイス側でセットアップアシスタントの

操作を行います。 
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5.6 デバイスのセットアップ 

 

1) iOS の[セットアップアシスタント]が始まり、「5.3 ブループリントの編集-準備 の 6)」でチェックを

付けた設定に対応したアシスタントが行われます。 

      

 

2) 以下の設定に対し、[構成を適⽤]を選択して[次へ]をタップします。 

 

3) 全ての設定が完了すると以下の画面が表示され、[さあ、はじめよう!]をタップし、デバイスのホー

ム画面へ移行します。 

   



22 
Copyright(C) 2019 WiZaaS Co., Ltd. Rights Reserved. 

5.7 デバイスの確認 

 

1) デバイスのホーム画面の[設定]をタップします。 

「.3 ブループリントの編集-準備 の 4)」で[デバイスを監視]に入れた場合は、以下が表示され

ます。 

 

2) 続けて [一般] > [プロファイルとモバイルデバイス管理]をタップしインストールされているプロファ

イルを確認します。 
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3) Workspace ONE UEM から配信されたプロファイルは、[モバイルデバイス管理]に表示されているプ

ロファイル[Device Manager]内に格納されており、これをタップして格納されているプロフ

ァイルを確認します。 

 

4) Apple Configurator2 で構成プロファイルを追加している場合、[構成プロファイル]の方にプロフ

ァイルがリストされます。同様にタップしてプロファイルを確認します。 

 

参考 

Web からプロファイルをインストールした場合も構成プロファイルの方にリストされます。 
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6 Workspace ONE(AirWatch)の加入確認 

6.1 Workspace ONE UEM コンソール画面 

 

1) [デバイス] > [リスト表⽰] でデバイス一覧を表示します。 

    

 

2) Apple Configurator2 で登録したデバイス をクリックします。 

 

順守状態は AirWatch Agent が起動されるまでは、[順守確認 実⾏待機中]と表示されます。 

3) 詳細画面が表示されます。 

    

 

「4.2 登録用 URL 情報の取得 の 3)」で設定した[規定の代理セットアップユーザー]でデバイス加入が

行われます。 

Apple Configurator2 で監視しているデバイスは[監視対象]と表示されます。 

デバイス側で AirWatch Agent が起動されるまでは、[侵害状態不明]と表示されます。 
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6.2 Intelligent Hub 

 

1) Intelligent Hub インストール 

Workspace ONE UEM コンソールで Intelligent Hub をアプリケーション登録します。 

“アプリ配信方法”を[オンデマンド]に設定した場合は、Workspace ONE UEM コンソール 

、もしくはデバイスの App Catalog でインストールを行います。 

2) Intelligent Hub 起動 

加入後の初期起動画面が表示されます。 

画面は[グループと設定] > [すべての設定] > [アプリ] > 設定とポリシー > [セキュリティポリシー]の[認証
タイプ]の設定によります。（以下の画面は、[認証タイプ]が[パスコード]の場合です。） 

 

 

※ Apple Configurator2 や Apple Store でインストールした場合 

以下の加入画面が表示され、加入操作が必要になります。 
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別紙 1: 構成プロファイル(Wi-Fi)の設定方法 

Wi-Fi 接続のプロファイル作成と適用の手順を説明します。 

Apple Configurator2 では、構成プロファイルを作成することが可能です。 

設定を行い組み込むことによって、iOS デバイスのセットアップアシスタント時に設定した構成プ

ロファイルが自動的に適用されます。 

1) Apple Configurator2 の [ファイル] > [新規プロファイル] をクリックします。 

 
 

2) プロファイル入力画面の[一般]をクリックして必要な項目を入力します。 
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3) [Wi-Fi]を選択し、[構成]をクリックします。 

 

 

4) Wi-Fi 接続の設定を入力します。 

 
 

5) ウインドウ画面上部の[編集済み]をクリックし、設定したプロファイルに対する名前を入力し

て画面を閉じます。 
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6) 追加を行う[ブループリント]を選択して、[追加] > [プロファイル]をクリックします。 

   

 

7) 作成した[プロファイル]を選択して[追加]をクリックします。 
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※ブループリント内のプロファイルを確認する方法 

画面上部の[ブループリント]ボタンをクリック後、[ブループリントを編集]を選択し、ブループリント

のリストを表示させます。 

 

リスト表示のブループリントをダブルクリックします。 

プロファイルを選択すると追加したプロファイルが表示されます。 

 

※表示される名前は上記 2)の画面で設定した名前です。 

 

上記の設定を行ったブループリントを使用して準備を行うと、デバイスの[こんにちは]画面から 

既に設定したネットワークへ接続された状態となります。 
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別紙 2: アプリケーションモジュールの配布 

Apple Configurator2 では、アプリケーションモジュールの配信が可能です。 

※配信したアプリは AirWatch の管理アプリとして扱われませんので、ご注意ください。 

※予め、監視元の Mac にて、配布するアプリをダウンロードしておく必要があります。 

ここでは Apple Support を例として説明します。 

1) [ブループリント]ボタンクリック後、[ブループリントを編集]をクリックし、ブループリントのリスト

を表示させます。 

2) 追加を行う[ブループリント]を選択して、[追加] > [APP]をクリックします。 

 

 

3) [サインイン...]をクリックし、Apple ID によるサインインを行います。 
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4) 検索キー”Apple”入力してアプリケーション表示を絞り込み、”Apple Support”アプリケーショ

ンを選択して[追加]をクリックします。 

    

アプリケーションが追加されブループリント画面に戻ります。 

5) このブループリントをデバイスに適用すると、デバイスに追加したアプリケーションが自動イ

ンストールされます。 

 

※追加したアプリケーションの確認方法 

[ブループリント]をクリック後、[ブループリントを編集]をクリックし、ブループリントのリストを表

示させます。 

リスト表示のブループリントをダブルクリックします。 

 

表示を[App]にすると追加したプリケーションが確認できます。 
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別紙 3: Apple Configurator2 による監視解除 

Apple Configurator2 による監視を解除したい時は、以下を実施します。 

1) Apple Configurator2 で[アクション] > [詳細] > [全てのコンテンツと設定を消去]を実行します。 

 

 

2) [消去] をクリックします。 

 

これにより Apple Configurator2 のデバイスステータスは監視前の状態に、デバイスは工場出

荷状態に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

  

※注意 
この監視解除を行っても AirWatch 側のデバイスステータスは加入状態のままとなり

ます。AirWatch とデバイスの状態を整合させるために、管理コンソールからデバイ

スの削除を実施する事をお勧めします。 
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